
被　　服 〔(社)日本家政学会

2Qp- 7　　　　服装とカラー・コーディネイション

　　　　　　　　東京家政学院短大　今井弥生　○高野美栄　飯牟禧君子

　　　目的　ファッション情報に敏感な女子学生を対象に，被服造形学演習において，学生が

　　最も着用したいワンピース・ドレスを創作，着装させ，形態，素材，ドレスと靴，装飾品

　　の色彩を調査，更にイメージ分析をおこなった。個人値と色彩との対応において感情的意

　　味を明らかにし，色彩のもつ効果を被服造形計画に役立てることを目的とした。

　　　方法　1）被験者　本学短大　生活科学科学生76名（年齢18～19歳），２）生地購入時

　　期　1993年４月，完成　1994年１月，3）形態の分類，４）生地素材の鑑別，5）表地・

　　裏地の測定　日清紡色彩管理システムソフトウェア，6）着装評価　形容詞22尺度, 5段

　　階評定，7）主成分分析法　イメージ・プロフィール，相関行列，因子負荷量，個人値，

　　色彩との対応，因子の解釈・意味づけ

　　　結果　形態は主にインサイド・ライン，生地素材はウールが殆どであった。表地の色彩に

　　対して裏地は同系色，トーンは暗い，明るい，うすい，くすんだの順である。着装における

　　カラー・コーディネイションはドレスと靴が黒，パールのネックレス，叉は黒のリボンの上

　　に白い花をアレンジ，ピンクのドレスに紺の靴，紺のリボンでネック・バンド，明るい青の

　　ドレスに黒叉は赤の靴，ペンダント等　流行を意識したおしやれ感覚が強い。イメージと色

　　彩，個人値の対応において，明るい，可愛らしい，若々しい「ロマンチック」の因子にピン

　　ク，オレンジ等の明るい，うすい色彩。落ち着いた，強い，洗練された「シック」の因子に

　　黒等暗い色彩。上品な，単純な「シンプル」の因子に白，ベージュ，グレーのうすい色彩と

　　なった。服装表現において色彩の効果は重要な意味をもつと考えられる。

2QP－8 　要重介護者の色彩快適環境の研究（第２報）

和洋女子短大　○我妻美奈子　立正大非常勤　永･田俊明
福井県立大　後藤幸子　立　正　大　三友雅夫

　　“ねまぎの色彩嗜好については、本学会第40回･41回･42回大会で研究報告したところ

である。本研究は本学会第45回大会で第１報として発表したその延長線上の研究である。

　色彩による刺激は、精神的な安定感、心理的さわやかさ、心のぬくもり、やすらぎなどの

心象を生みだすと思考するが、介護者及び被介護者にとって、どの色彩がどんな心象を生み

だすのかが、本研究の課題であるＯ　　　　　゛　”

　①調査期間－1993年７月～1993年９月、郵送法（質問紙法）によって調査を実施。配票数

4,170、うち有効票は538であった。②調査対象一特別養護老人ホーム寮母474名、家族（主

たる介護者）64名。③調査項目一対象者属性、対象者の和風の“ねまぎ志向、動機、生活

環境、色彩関心度、色彩嗜好などの質問項目を設定。④データ処理一FACOM M-760を使用し、

統計分析システム（ＳＡＳ）によった。

　結果については、対象者・年齢・性別などで分析を行い、特に、色彩イメージ構造につい

て、色彩（青、白、緑、赤、黄、茶、灰色系統）の言語イメージ（空間）に占める快適性の

因子分析を行った。発表時に資料を配布して報告する。
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